
一般質問

住民及び職員との信頼関係構築の

姿勢と職員採用試験の実態について

議員樋口重喜

山中湖　議会だより◆H29v0125

【ノ

回
住
民
及
び
職
員
と
の
信
頼
関
係
構

築
の
姿
勢
に
つ
い
て

静
か
な
山
中
湖
村
の
環
境
の
中
、
先
日
来
右

翼
街
宣
車
が
村
内
を
大
声
を
出
し
た
り
、
音
楽

を
鳴
ら
し
村
長
に
か
か
わ
る
内
容
を
叫
ん
で

いる。役
場
の
業
務
を
妨
害
し
、
村
民
に
恐
怖
心
を

与
え
、
観
光
客
に
不
快
感
を
与
え
て
い
る
。
村

長
に
関
す
る
内
容
か
ら
村
民
が
疑
心
暗
鬼
と

な
り
、
村
長
に
対
す
る
不
信
感
に
み
ま
わ
れ
役

場
の
組
織
運
営
上
の
相
互
信
頼
関
係
は
危
機

的
に
揺
ら
い
で
い
る
。

率
直
な
見
解
と
釈
明
を
求
め
る
。

村
長
　
高
村
文
教

二
一
三
■
」
▲
二
竜
〇
至
り
二
二
二
J
日
．
）
て
の
こ
書
聖
と

宰
し
て
だ
答
え
し
二
三
〇
ノ

隻
竜
を
重
言
し
て
　
】
く
上
で
、
三
軍
す
へ
き

忘
＝
芳
琴
誓
書
亡
で
元
号
と
考
え
二
三
〇
／
。
そ
γ
二
心
人

琶
の
雪
雲
、
毒
王
の
羞
至
と
≡
t
F
三
三
－
．
石
完
■
上
蓋

を
目
的
と
し
て
、
毒
員
の
芳
一
苦
言
打
－
（
二
＝
二
こ

組
織
目
的
の
達
成
を
蓋
旨
と
し
て
、
多
く
（
〟
毒

能
を
決
め
、
そ
の
異
体
的
な
覧
位
に
這
積
考
を

配
置
さ
せ
て
、
業
務
を
遂
行
さ
せ
る
共
同
の
径

系
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
つ
ま
り
労
働
意
欲
の

充
実
、
協
力
体
制
の
確
保
、
労
働
力
の
効
率
的

利
用
を
図
っ
て
い
く
一
連
の
措
置
と
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
措
置
を
有
効
的
効
果
的
に
運
営
し
て
い
く

た
め
に
も
、
要
員
管
理
が
重
要
視
さ
れ
ま
す
。

必
要
な
要
員
を
職
務
に
適
合
さ
せ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
場
合
、
職
務
内
列
の
激
変

す
る
環
境
条
件
に
対
応
し
て
、
労
働
力
の
効
率

的
利
用
を
図
る
た
め
、
職
務
遂
行
に
必
要
と
さ

れ
る
適
正
か
つ
合
理
的
な
要
員
を
長
期
及
び

短
期
に
わ
た
っ
て
、
部
門
別
、
職
種
別
に
資
質
と

塁
の
両
面
か
ら
設
定
、
運
用
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
た
め
の
要
員
の
計
画
、
運
用
、
統
制

と
い
う
一
連
の
措
置
が
要
員
管
理
と
い
わ
れ
ま

す。
要
員
管
理
は
、
計
画
に
基
づ
い
て
将
来
い
か

な
る
能
力
の
人
が
各
部
門
、
職
種
な
ど
に
必

要
数
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
も
の
で
、
そ
の
際
、

労
働
需
給
の
見
通
し
、
要
員
の
年
齢
構
成
な
ど

も
考
慮
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
ま
す
。
ま
た
、
組
織
に
あ
っ
て
は
、
人
間
関
係
管
理

も
重
要
視
さ
れ
ま
す
。
組
織
に
お
い
て
、
上
司

と
部
下
の
関
係
、
同
僚
問
の
関
係
の
2
つ
を
見

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
の

関
係
つ
く
り
に
は
、
次
の
も
の
が
必
要
と
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

①
自
発
性
喚
起
の
た
め
の
情
報
提
供
。
情
報
の

提
供
が
あ
れ
ば
、
部
下
が
自
発
的
に
責
務
を

自
覚
し
、
自
ら
の
行
動
を
積
極
的
に
管
理
し
、

能
力
や
業
績
の
把
握
、
評
価
も
で
き
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

①
同
意
と
協
力
を
得
る
た
め
の
対
話
。
対
話
を

通
じ
て
部
下
の
同
意
を
得
、
部
下
が
自
発
性

を
持
っ
て
協
力
者
な
り
を
仕
向
け
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

③
信
頼
づ
く
り
の
た
め
の
不
断
の
努
力
。
部
下

に
新
し
い
視
野
を
与
え
る
人
、
部
下
の
能
力

を
引
き
出
し
、
客
観
的
な
評
価
を
与
え
る

人
、
責
任
感
が
強
く
先
頭
に
立
っ
て
物
事
を

処
理
し
、
責
任
者
に
も
言
う
べ
き
こ
と
を
言

え
る
人
、
人
間
的
な
魅
力
を
持
つ
人
が
上
司

像
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

以
上
、
断
片
的
で
は
あ
り
ま
す
が
、
労
務
管

理
及
び
要
員
管
理
並
び
に
人
間
関
係
管
理
に

つ
い
て
、
今
後
も
不
断
の
努
力
を
続
け
、
組
織

運
営
に
当
た
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ます。
回
答
弁
漏
れ
そ
の
も
の
だ
。
内
容
が
内
容
だ

け
に
、
回
答
し
に
く
い
だ
ろ
う
が
、
自
分
の
責

任
で
き
ち
ん
と
釈
明
す
べ
き
で
、
逃
げ
て
は
い

け
な
い
。

〔

の
合
格
は
「
今
回
は
8
0
点
以
上
が
い
な
か
っ
た

の
で
、
7
0
点
台
の
3
名
を
合
格
と
し
た
」
と
回

答
し
た
が
、
臨
時
試
験
で
の
2
人
の
学
力
試
験

の
成
績
は
・
6
8
点
と
5
5
点
な
の
に
2
人
と
も
合

格
に
し
、
採
用
内
定
に
し
た
。

投
書
に
は
、
臨
時
の
受
験
者
に
「
今
回
も
点

数
が
足
り
な
か
っ
た
が
、
村
長
選
挙
で
現
職
候

補
を
応
援
す
れ
ば
合
格
に
し
て
や
る
」
と
し
て

合
格
さ
せ
た
と
あ
る
。
ま
た
一
次
試
験
の
合
格

錮
悶
銅
鶴
桐
開
削
錯
紺
諾
択
㍍

り
、
1
2
月
4
日
が
投
票
日
だ
。
ま
さ
に
村
長
選

挙
に
絡
め
た
も
の
だ
。
ま
た
、
予
算
特
別
委
員

会
で
は
、
虚
偽
答
弁
を
繰
り
返
し
た
。
見
解
を

求
め
る
。

村
長
　
高
村
文
教

は
じ
め
に
回
答
し
た
と
お
り
、
今
後
も
不
断

に
行
政
組
織
の
確
立
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

回
職
員
採
用
試
験
の
実
態
に
つ
い
て

昨
年
末
に
、
職
員
採
用
に
つ
い
て
、
村
長
選

挙
絡
み
の
不
正
採
用
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、

調
査
す
べ
き
だ
と
、
詳
細
が
書
か
れ
た
複
数
の

投
書
が
あ
り
調
査
す
る
と
、
昨
年
1
年
間
で
何

と
3
回
も
職
昌
採
用
試
験
が
実
施
さ
れ
て
い

て
、
指
摘
は
3
回
目
の
臨
時
採
用
試
顔
の
こ
と

だ。

こ
の
臨
時
試
験
は
、
毎
年
夏
行
わ
れ
る
統
一

採
用
の
締
め
切
り
日
の
8
月
1
0
日
そ
の
日
に

臨
時
採
用
試
験
の
起
案
が
さ
れ
て
い
る
。
統
一

試
験
の
受
験
資
格
は
、
大
卒
で
は
平
成
2
年

4
月
2
日
か
ら
平
成
7
年
4
月
1
日
生
ま
れ

た
者
と
な
っ
て
い
る
の
に
、
臨
時
で
は
昭
和
6
0

年
4
月
2
日
か
ら
平
成
6
年
4
月
1
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
者
で
、
1
年
以
上
地
方
公
務
員
に

準
ず
る
職
に
つ
い
て
い
た
者
と
あ
り
、
こ
れ
に

応
募
し
た
の
は
現
職
の
臨
時
職
員
2
名
の
み

だ
っ
た
。
総
務
課
長
は
、
統
一
試
験
の
学
力
試
験

村
長
　
高
村
文
教

職
員
採
用
要
項
を
決
定
す
る
プ
ロ
セ
ス
に

つ
い
て
の
ご
質
問
で
す
が
、
ス
タ
ー
ト
と
し
て

人
事
哲
理
部
門
で
あ
る
総
務
課
に
よ
る
現
状

把
握
と
分
析
、
つ
ま
り
各
課
の
職
員
数
の
過
不

足
の
状
況
、
職
員
の
退
職
状
況
及
び
退
職
見
込

み
、
職
員
の
年
齢
構
成
、
行
政
環
境
の
変
化
に

即
応
す
る
事
業
の
取
り
組
み
状
況
、
将
来
に
お

け
る
人
員
構
成
、
職
員
の
勤
続
年
数
の
傾
向
、

居
住
地
に
よ
る
通
勤
状
況
等
の
様
々
な
点
を

確
認
し
、
そ
れ
を
元
に
、
過
去
の
採
用
試
験
へ

の
応
募
状
況
や
試
験
結
果
等
を
踏
ま
え
、
私
の

ほ
か
、
総
務
課
長
と
直
接
担
当
者
を
加
え
て
職

員
採
用
要
項
を
決
定
し
て
い
る
。

一
次
試
験
結
果
の
合
否
を
判
定
す
る
基
準
及

び
根
拠
は
定
め
ら
れ
て
い
な
い
。
定
率
的
な
数

値
と
い
う
よ
り
も
、
目
標
値
を
予
想
し
、
試
験

の
難
易
度
や
分
布
状
況
、
各
試
験
分
野
の
得
点

状
況
、
一
般
事
務
職
と
専
門
職
の
相
違
に
よ
る

考
慮
等
、
本
村
に
と
っ
て
有
能
な
人
材
を
確
保

す
る
範
囲
を
、
状
況
に
応
じ
変
更
す
る
場
合
も

ある。審
査
委
員
会
の
委
員
構
成
と
委
員
選
定
の

根
拠
と
規
定
に
つ
い
て
も
、
定
め
ら
れ
て
い
な

い
。
採
用
の
最
終
合
否
の
審
査
は
、
私
の
ほ
か
、

副
村
長
、
総
務
課
長
及
び
直
接
担
当
す
る
者
の

中
か
ら
選
考
し
て
い
る
。

通
常
の
指
名
す
る
者
は
、
採
用
選
考
上
最
も

適
任
で
あ
る
者
を
選
考
し
、
平
成
2
8
年
度
採
用

試
験
で
は
、
副
村
長
及
び
総
務
課
長
に
お
願
い

し
た
。
そ
の
際
の
記
録
は
、
一
般
一
次
試
験
結
果
、

適
正
及
び
性
格
検
査
結
果
、
論
文
、
面
接
、
面
接

に
基
づ
く
各
選
考
委
員
の
面
接
評
価
表
の
集

計
結
果
で
合
否
を
決
定
し
て
い
る
。

回
こ
こ
に
こ
ら
ん
の
方
々
、
村
長
が
ま
と
も

に
答
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
つ
　
自
分
に
か

か
っ
た
疑
惑
を
ひ
と
つ
も
晴
ら
さ
な
い
。
よ
く

お
聞
き
く
だ
さ
い
、
課
長
た
ち
も
全
部
知
っ
て

い
る
は
ず
だ
。

去
年
3
月
、
あ
な
た
が
依
頼
し
た
2
億
5
、

0
0
0
万
円
の
損
害
を
与
え
た
塩
素
問
題
の

第
三
者
委
員
会
の
答
申
に
「
山
中
湖
村
役
場
が

今
後
不
祥
事
件
再
発
防
止
の
た
め
の
必
要
な

措
置
」
と
い
う
第
5
で
、
そ
の
㈱
「
新
規
役
場
職

員
採
用
に
つ
い
て
、
地
方
公
務
員
法
第
1
5
条
の

定
め
、
『
任
用
の
基
本
基
準
』
に
の
っ
と
っ
て
、
受

験
、
成
績
、
そ
の
他
の
能
力
の
実
証
に
基
づ
い

て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
従
来
の
縁
故
採
用

は
今
後
も
や
る
へ
き
で
は
な
い
」
と
厳
し
く
指

摘
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
村
長
は
実
行
し

て
い
な
い
。
そ
し
て
ま
た
、
私
の
疑
念
に
全
く

答
え
て
い
な
い
。

再
度
、
疑
念
の
あ
っ
た
者
に
つ
い
て
は
採
用

内
定
を
取
り
消
し
て
、
間
違
っ
た
こ
と
は
間

違
っ
た
こ
と
と
し
て
認
め
、
将
来
あ
る
職
員
に
、

輝
か
し
い
未
来
を
あ
け
て
や
る
へ
き
だ
。
そ
し

て
ま
た
、
ほ
か
の
職
員
の
モ
チ
へ
ー
シ
ョ
ン
が

下
が
ら
な
い
よ
う
に
今
年
の
統
一
試
験
に
も
う

一
度
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
て
、
正
々
堂
々
と
村
民

の
た
め
に
働
く
職
員
を
あ
な
た
は
育
て
た
ら

と
う
か
。
回
答
を
求
め
ま
す
。

村
長
　
高
村
文
教

こ
の
質
問
に
つ
い
て
は
、
正
規
職
員
が
8
7

名
、
臨
時
職
員
が
3
9
名
、
計
1
2
6
人
体
制
で

す
。
今
後
二
年
の
間
に
、
正
規
職
員
が
1
0
名
程

度
定
年
退
職
し
、
正
規
職
員
が
7
5
人
前
後
に
な

る
。
三
十
歳
代
の
正
規
職
員
の
必
要
数
が
不
足

し
、
臨
時
職
員
で
補
う
と
、
正
規
職
員
が
過
半

数
を
割
る
。
人
口
減
少
時
代
に
向
か
い
、
必
要

な
人
員
が
将
来
採
用
で
き
る
保
証
は
な
い
。
村

外
か
ら
採
用
し
て
も
数
年
後
に
は
自
己
都
合

で
退
職
、
長
年
勤
務
し
た
職
員
も
退
職
す
る
等
、

要
員
管
理
は
困
難
で
あ
る
の
で
、
毎
年
採
用
計

画
を
立
て
実
施
し
て
い
る
。
県
下
統
一
の
採
用

要
項
は
、
新
卒
者
に
重
点
を
置
き
、
年
齢
条
件

が
あ
る
。
毎
年
計
画
的
に
採
用
し
て
い
な
い
中
、

臨
時
職
昌
で
カ
バ
ー
し
て
き
た
が
、
い
つ
ま
で

も
臨
時
職
員
で
い
る
保
証
は
な
い
。
新
た
な
臨

時
職
昌
が
い
る
保
証
は
な
い
。

長
期
間
臨
時
職
昌
と
し
て
働
き
、
仕
事
が
適

正
、
正
確
で
、
今
後
正
規
職
員
と
し
て
活
躍
で

き
る
人
材
が
必
要
な
の
で
、
今
回
臨
時
的
行
っ

た
。
村
内
外
を
対
象
に
し
、
経
験
が
一
定
期
間
あ

る
者
を
対
象
に
、
年
齢
条
件
を
上
げ
て
募
集
し

た
。
試
験
点
数
は
、
経
験
値
も
プ
ラ
ス
し
て
レ

ベ
ル
を
下
げ
、
論
文
、
適
正
、
面
接
を
行
い
、
評

価
者
全
員
が
評
価
し
、
私
が
最
終
決
断
し
た
。

決
し
て
選
挙
結
み
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。


